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１．はじめに  

 近年空間情報を扱うオープンソースソフトウェア

の数が爆発的に増加している.Internet を利用した情

報共有,共同作業の普及や The Opensource Geospatial 

Foundation（以下 OSGeo.org）をはじめとするデジタ

ル空間情報利用のための各種コミュニティの発展が

その基盤となっている. 

 ただしこれらのシステムコミュニティに参加して

いるメンバーは欧米居住者が多いのと通常は共通で

利用できる言語として英語が利用されることが多い

ため技術情報は英語の文書で共有されていることが

多い.英語でこのような情報を利用することができ

れば問題はない.しかし日本語になっている情報は

とても少ないので入門者や日本語情報しか利用して

いない技術利用者にとっては技術の変化から取り残

される可能性もある. 

 QGIS はプログラムと各種文書が日本語化されて

いるので日本語版解説書が多数発行され,国内でも

多くの場所で利用されている.しかしその他の空間

系オープンソースソフトウェアとしては GRASS, 

PostGIS の技術文書の日本語翻訳が進んでいるぐら

いでデジタル空間データをあつかうライブラリや投

影法,空間解析等をあつかうような基礎的なソフト

ウェアの技術文書の日本語ローカライズはほとんど

行われていない.  

 本稿では最初に空間系オープンソースソフトウェ

ア技術文書の国際化と日本語ローカライズの現状を

解説する.その上でデジタル技術文書の国際化,ロー

カライズを行う技術の解説を行い,日本語ローカラ

イズ作業を行うために必要な取り決めや課題につい

ての提案を行う. 

 

２．空間情報系プロダクト技術文書の国際化の現

状 

2.1．OSGeo.org WEB ページ掲載プロジェクトの国

際化状況 

 OSGeo.orgは2006年設立の空間情報に関するオー

プンソースソフトウェア普及のための世界的非営利
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団体である.本組織は各種空間情報系オープンソー

スソフトウェアコミュニティや地域別コミュニティ

活動の支援や調整を行っている. 

 OSGeo.org の WEB ページには数多くの空間系オー

プンソースプログラムのプロジェクトが紹介されて

いる. ここでは OSGeo.org のプロジェクトが 23 個、

その他のプロジェクトが 30 個紹介されている.これ

らのプロジェクトで技術文書やプログラムの国際化,

ローカライゼーションが確認されたものは以下のと

おりである . GRASS(旧版マニュアル ->用語集 ), 

GeoServer( プ ロ グ ラ ム ), OSGeo Live( 解 説 文

書),pgRouting(解説文書), PostGIS(マニュアル), QGIS 

Desktop(文書,プログラム), OSGeo4w(ダウンロード

ページ).  

このように空間情報系オープンソースソフトウェ

アの技術文書で国際化とローカライゼーションが行

われているものの数は少ない. 

 QGIS は文書,プログラム共日本語ローカライズが

されているため国内での利用や技術的試行が国内で

たくさん行われている. 

 

2.2．OSGeo.Live 解説文章の国際化  

OSGeo LiveとはOSGeo.orgのプロジェクトで多数

の空間情報系オープンソースソフトウェアを実行で

きるオペレーティングシステムを含む実行イメージ

の提供プロジェクトである.提供されている実行イ

メージを USB スティックか DVD に書き込み,その

デバイスを利用してパーソナルコンピュータを起動

するとLinuxOSが起動してそこで各種空間系オープ

ンソースソフトウェアを実行することができる. 

バージョン 16.0 の OSGeoLive には 62 個のプロダ

クトが格納されている.このプロダクト群はサーバ

ー系,WEB 系,データベース,デスクトップシステム,

ライブラリ等様々な分野のシステムを網羅してい

る.OSGeoLive のパッケージではこれらのシステム

を起動するための手順の「クイックスタート」とい

う文書を用意してあり,この文書が多言語で用意さ

れている.現状ではこの文書は日本語を含む 7 か国

語で用意されており,収録されている空間情報系オ

ープンソースを試してみるための入門テキストとし

ては多様なものが用意されている. 

 

３．技術文書の国際化、ローカライズの方法 

 

3.1．gettext を利用したプログラムの国際化と地域化 

 GNU で用意されている gettext というライブラリ

を利用すると国際化と地域化に対応したプログラム

を作成できる. 

 gettext ではプログラムコードから国際化すべき部

分を抜き取り pot ファイルという国際化ひな形フ

ァイルを作成する.pot ファイルをローカライズした

い言語ごとにコピーして .po という拡張子で終わ

るファイルとして保存し,そのファイルに記述され

ている翻訳すべき部分を各言語別に翻訳文を書き込

むことができる. 

 翻訳した .po ファイルをコンパイルして言語別の

mo ファイルという翻訳要素が格納されたバイナリ

ファイルを作成し,それを完成したプログラムの成

果物としてパッケージに同梱する.このように作成

されたプログラムは実行時に環境変数 LANG に

IETF 言語タグが格納されているとその言語タグに

対応した mo ファイルがパッケージ内に存在すれば

その言語リソースを利用してローカライズされたプ

ログラムが実行される. 

 
    図１. GDALの poファイル例 

 

3.2．電子文書の国際化と地域化 

gettext はプログラムを国際化するだけでなく電子

文書の国際化に利用することも可能である.Sphinx

という電子文書管理システムは reStructuredTextとい

う形式で作成した電子文書を HTML,PDF, LaTex, 

ePub 等の多彩な形式で出力できるため多くの技術

文書の作成で利用されている .このシステムでは

sphinx-intl というモジュールを利用することで

reStructuredText ファイルから pot や言語別 po ファイ

ルを作成して国際化,地域化した文書を作成するこ

とが可能である. 

また Markdown という形式で電子文書を作成でき

るが,Markdown ファイルから pot ファイルを作成し

たり,翻訳した po ファイルから MarkDown ファイ

ルを更新して国際化/地域化した文書を作れる.. 
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3.3．分担翻訳体制のためのシステム 

gettextや poファイルを利用した国際化/地域化の仕

組みはプログラム開発や電子文書の改訂作業と地域

化のための翻訳作業を分離することができる.大元

のプログラムや電子文書に改訂が加わっても再度

gettext で作成した potファイルから po ファイルに対

して差分更新を行うことができるようになっている.

この仕組みでプログラムの開発者や電子文書の執筆

者とそれらの翻訳者は別のメンバーで分担すること

ができる.po ファイルは直接テキストエディタで編

集して翻訳結果を書き込んでもいいが po ファイル

の翻訳作業を行うためのシステムが多数リリースさ

れている. 

Transifex は商業ベースで提供されている翻訳支援

WEB システムであり,po ファイル等を投入すると会

員登録したメンバーで翻訳作業を共同で行うことが

できる.また Transifex は API も提供しているため翻

訳元の poファイルをGitHubでホストしておき,更新

や翻訳結果の利用を GitHub Action から利用するこ

とで元文書の更新と翻訳ベース更新の連動や文書や

プログラムのリリース時に最新翻訳結果を利用する

作業の自動化を実装できる. 

またWeblateという同様のシステムがオープンソー

スで公開されており,OSGeo.org でホスティングを行

っている .こちらでは GRASS, PostGIS, GeoServer, 

OSGeoLive 等の国際化/地域化の作業が行われてい

る. 

 

４． QGIS文書の日本語ローカライズと GDAL文書

の日本語化試行  

 

4.1．QGIS の日本語ローカライズ 

QGIS はプログラム,技術文書の国際化と地域化が

とても進んでいる GIS アプリケーションである.こ

のシステムは 2002 年にアラスカ在住の Gary 

Sharman 氏の個人的プロジェクトとして開発が開始

された.その後ヨーロッパを中心とした開発者が集

まり開発規模が大きくなった.2006 年の OSGeo.org

結成以降はQGISのプログラム,文書,Webpageの国際

化と地域化が行われるようになった. 

QGIS プログラムは qt というフレームワークで作

成されており,qt の機能として gettext を利用した国

際化が実装されていたので初期の段階から国際化/

地域化はなされていた.現状では gettext で作成され

た po ファイルを transifex で管理して分担翻訳を行

っている. 

QGISの開発や操作のための技術文書は当初LaText

で作成されていて,それを翻訳していた.2012 年に文

書管理が Sphinx に変更され 2013 年から Transifex で

の翻訳ができるようになった.(嘉山,2014) 

 

 翻訳 

言語数 

翻訳者数 

（全体） 

日本語 

翻訳者数 

QGIS Desktop 

(プログラム) 

109 言語 2010 人 69 人 

QGIS 

Documentation 
57 言語 1772 人 97 人 

 

表１ QGIS 翻訳プロジェクト状況(2024.8.20 現在) 

 

4.2．GDAL 文書の日本語ローカライズ試行 

QGISの技術文書は充実した日本語ローカライズが

行われているので QGIS についての国内での利用や

言及は多い.しかしデジタルの空間情報を扱うにあ

たって基盤となるソフトウェアライブリである

GDAL(Geospatial Data abstract Library)の技術文書に

ついては日本語ローカライズされていないため

GDAL やデジタル空間データの形式について国内で

論議されることがとても少ない.GDAL の技術文書

は Sphinx で管理されているので国際化/地域化をす

ることは可能であろう. 

GDAL は多様なラスター,ベクター形式の空間デー

タをあつかう基本プログラムである.QGISやArcGIS

をはじめ数多くの GIS プログラムから GDAL は利

用されているライブラリである.さらにそれらのデ

ータの加工を行うコマンドラインプログラムが

GDAL では用意されている. 

空間情報を利用する処理をする場合どのようなデ

ータ形式を利用するのがいいかは重要な課題である

が,そのような検討をする場合 GDAL の技術情報は

とても重要である.空間情報について体系的な知識

を構築する場合このような情報は必須であろう. 

GDAL のマニュアルは GitHub 上の GDAL ソース

コードの中に doc というディレクトリを作って管

理している.doc ディレクトリに Makefile が置いてあ

り,make コマンドで技術文書を HTML や PDF とし

て出力できる.Makefile では gettext や Sphinx のコマ

ンドが実行され,英文文書の更新管理や HTML,PDF

生成を行っている.今回は sphinx で国際化/地域化機

能を実行できる sphinx-intl というモジュールを追加

でインストールして技術文書のローカライズを試行

した. 

gettext で作成した pot ファイルは sphinx-intl を利用

して言語別の po ファイルとして作成,更新を行うこ

とができる.po ファイルができてしまえばそれを直

接エディタで開いて翻訳を行い,結果を Sphinx で

make かければ翻訳版の Web ページを作成できる. 

今回青山学院大学の学部授業でこの po ファイルを

編集して GDAL の翻訳をやる試行を課題としてだ
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した.GitHub にあげてある po ファイルを直接編集し

て翻訳を行う形にしたため GitHub 操作や po ファイ

ルの扱いを理解することが学生に要求された.デジ

タル空間情報のデータについての基礎的な技術文章

を翻訳し,その成果について話し合うことは空間情

報基礎技術を学習するいい機会になると思われる. 

 

５． まとめと課題 

 

5.1．基盤的 GIS 技術情報ローカライズの重要性 

QGIS 日本語ローカライズの状況にあるようにユ

ーザーが多いシステムについてはボランティアで翻

訳を行う人が多く集まり,日本語での利用情報が普

及する.しかし GIS 技術の体系知識を国内で利用し

やすくするためには体系の基礎になる技術文書のロ

ーカライズが重要である.GDAL,PDAL 等の空間デ

ータに関する基本的なソフトウェアや投影変換を行

う PROJ というようなソフトウェア技術文書は GIS

技術情報の国内体系化には必須の情報であり日本語

翻訳が必要であろう. 

5.2．日本語ローカライズのための課題 

 多くのオープンソースソフトウェアの場合は技術

情報のローカライズを特定の企業が業務として行う

ことは少なく,利用者のローカルコミュニティが担

当することが多い.QGIS のようなユーザーが多いコ

ミュニティでは翻訳作業を行うメンバーは豊富であ

るが,基本的なソフトウェアについては翻訳作業を

行うメンバーをどう集めるかが課題になる. 

 また複数人で翻訳を行う場合日本語の文体や句読

点の標準規約が必要である.ここでは元の電子文書

形式(reStructuredText や MarkDown)における規約も

含む必要がある. 

 さらに用語の統一をはかるためにデジタル空間情

報処理に関する翻訳語の標準があることが望ましい.

地理情報系の用語集としては JSGI2.0 制定時の標準

用語集がある.残念なことにこの用語集は現状で

PDFでしかアクセスできないので電子辞書にして利

用することはできない.また技術の変化は激しく空

間情報系の外来単語はどんどん増加するからメンテ

ナ ン ス 可 能 な 共 用 電 子 辞 書 が 必 要 で あ ろ

う.Transifex や Weblate は用語集を持つことができる

のでそこで管理する方法も有効かもしれない. 

 またこれらの日本語標準規約,用語集の内容や翻訳

成果の評価を論議することができる場所が必要であ

ろう .現状で Discord という電子掲示板システム

の ”Geo Community In Japan”というコミュニティの

中に “#osgeo ドキュメント翻訳” と “#qgis ドキュ

メント翻訳” という掲示板が作ってあるので,こち

らで論議が可能である. 

 オープンなデータやソフトウェアの整備が充実し

たきたため,デジタル空間情報の利用場面は急速に

増えている.そのような海外の状況と同期した国内

の状況をつくるためには基本的な技術情報の国内普

及は不可欠である. 
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